
住
民
の
要
望
に
よ
り

琴
似
駅
開
業

明
治
八
年
五
月
、
琴
似
に
北
海

道
で
初
め
て
の
屯
田
兵
が
入
地
し

ま
し
た
。
そ
の
五
年
後
に
手
宮
〜

札
幌
間
に
鉄
道
が
開
通
し
ま
し
た

が
、
銭
函
か
ら
札
幌
ま
で
は
途
中

に
駅
が
な
く
、
沿
線
住
民
は
不
便

で
し
た
。

が
る

が
わ

そ
の
後
、
軽
川
（
現
・
手
稲
）

に
簡
易
停
車
場
が
設
置
さ
れ
た
こ

と
も
あ
り
、
琴
似
村
と
発
寒
村
の

屯
田
兵
の
代
表
か
ら
連
名
で
琴
似

に
も
汽
車
を
停
め
て
く
れ
る
よ
う

嘆
願
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
嘆
願
書
に
よ
っ
て
屯
田
兵
司
令

官
が
幌
内
鉄
道
と
折
衝
し
、
明
治

十
三
年
、
フ
ラ
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
フ
ラ
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、

乗
客
が
あ
る
と
き
に
、
旗
（
フ
ラ

グ
）
を
掲
げ
て
汽
車
を
停
め
る
こ

と
か
ら
、
こ
う
呼
ば
れ
ま
し
た
。

駅
舎
は
掘
っ
立
て
小
屋
皮
板
張

り
の
粗
末
な
も
の
で
し
た
が
明
治

二
十
二
年
に
、
待
合
事
務
所
を
含

め
二
十
二
・
五
坪
（
七
十
四
平
方

�
）
の
駅
舎
や
荷
物
積
降
場
も
で

き
て
、
一
応
停
車
場
と
し
て
の
形

を
整
え
ま
し
た
。

試
験
場
の
設
置
と
街
の
発
展

幌
内
鉄
道
は
当
初
、
手
宮
〜
札

幌
間
を
約
三
時
間
か
け
て
走
り
、

一
日
一
往
復
し
ま
し
た
。
明
治
時

代
は
琴
似
の
人
口
も
少
な
く
、
汽

車
賃
が
相
当
高
価
だ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
利
用
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
正
時
代
に
入
る
と
琴
似
駅
の

北
側
に
工
業
試
験
場
と
農
事
試
験

場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

琴
似
の
街
の
発
展
に
と
っ
て
大
き

な
出
来
事
で
し
た
。
両
試
験
場
の

設
置
に
よ
っ
て
、
官
営
住
宅
が
建

て
ら
れ
る
と
と
も
に
、
札
幌
に
職

場
を
持
つ
人
々
が
、
琴
似
や
山
の

手
に
住
宅
を
建
て
る
よ
う
に
な
っ

た
か
ら
で
す
。

昭
和
十
年
こ
ろ
に
は
、
停
車
場

通
り
に
商
店
街
が
で
き
、
昭
和
十

二
年
に
、
琴
似
町
の
人
口
が
一
万

人
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

こ
ろ
か
ら
、
製
紙
・
製
材
な
ど
の

工
場
が
設
置
さ
れ
て
、
こ
れ
ら
の

原
材
料
、
製
品
の
輸
送
で
貨
物
の

発
着
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

「
開
か
ず
の
踏
切
」
に
閉
口

昭
和
三
十
年
、
琴
似
町
は
札
幌

市
と
合
併
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
急
速

に
住
宅
化
が
進
み
、
琴
似
駅
の
旅

客
数
は
年
々
多
く
な
り
ま
し
た
。

琴
似
本
通
が
拡
張
さ
れ
、
道
路

が
舗
装
さ
れ
る
と
交
通
量
も
多
く

な
り
ま
し
た
。
列
車
の
本
数
も
増

え
、
琴
似
本
通
の
踏
切
は
、
遮
断

さ
れ
る
時
間
が
長
く
な
り
、
人
も

車
も
長
い
間
待
た
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
特
に
八
軒
側
の
人

た
ち
は
、
汽
車
を
目
の
前
に
し
て

乗
る
こ
と
が
で
き
な
い
な
ど
、
苦

情
や
不
便
が
募
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

函
館
本
線
を
横
断
す
る
歩
道
橋

は
、
昭
和
四
十
年
三
月
に
よ
う
や

く
で
き
て
、
歩
行
者
の
不
便
は
多

少
解
消
さ
れ
ま
し
た
が
、
列
車
の

た
び
に
自
動
車
の
長
い
列
が
で
き

る
の
は
相
変
わ
ら
ず
で
し
た
。

鉄
道
高
架
化
に
よ
る

街
の
変
化

昭
和
四
十
七
年
四
月
、
札
幌
市

は
政
令
指
定
都
市
に
指
定
さ
れ
る

な
ど
、
目
覚
ま
し
い
発
展
を
遂
げ
、

東
京
以
北
最
大
の
都
市
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
市
の
中
心
部
を

東
西
に
貫
通
す
る
函
館
本
線
に
よ

り
、
市
街
地
が
分
断
さ
れ
、
交
通

渋
滞
が
発
生
す
る
な
ど
、
都
市
と

し
て
の
機
能
面
か
ら
問
題
が
あ
り

ま
し
た
。

そ
こ
で
、
当
時
の
国
鉄
は
札
幌

市
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
し
、
市

内
中
心
部
の
高
架
化
を
決
定
。
昭

和
六
十
三
年
、
琴
似
駅
は
函
館
本

線
の
高
架
駅
と
し
て
、
新
た
に
開

業
し
ま
し
た
。

明
治
十
三
年
の
開
業
か
ら
今
年

で
百
二
十
五
年
。
当
初
は
旗
を
振

っ
て
停
め
て
い
た
琴
似
駅
も
現
在

で
は
一
日
約
二
百
七
十
本
の
列
車

が
停
車
し
ま
す
。
乗
車
人
員
も
一

日
九
千
七
百
三
十
人
（
平
成
１６
年

度
）
で
、
全
道
第
五
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。
駅
前
広
場
も
作
ら
れ
、

付
近
に
は
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建

ち
並
び
、
以
前
と
は
す
っ
か
り
様

変
わ
り
し
ま
し
た
が
、
西
区
の
玄

関
と
し
て
の
役
割
は
今
も
変
わ
り

ま
せ
ん
。

→至
幌
内

琴似駅付近の街並み（大正１３年ころ）

昭
和
４８
年
の
琴
似
駅

ホ
ー
ム
の
後
ろ
に
森
永
製
菓
の
煙
突
が

見
え
る
。

こ
と

に

琴
似

「北海道鉄道百年史」上による。「住吉」は現・南小樽、「軽川」は現・手稲。

が
る
が
わ

軽
川

ぜ
に
ば
こ

銭
函

幌内鉄道線路図

あ
さ

り

朝
里

す
み
よ
し

住
吉

【
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